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◎
曰万

年

　

目
月

細
２

昭

ｄ
ｌ
ｌ

ご
自
ま
ん
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

物

な

ど

、

ど

れ

も

こ

れ

も

、

み

な

天

下

一
品

の

味

だ

と

思

い

ま

す

。

玄

関

の

戸

を

あ

け

る

と

私

に

は

、

お

ば

あ

う

ゃ

ん

の

料

理

の

に

お

い
が

「
千

晴

は

あ

ば

あ

ち

ゃ

ん

の

料

理

好

き

だ

も

の

な

」。

と

、

細

い

目

を

一
そ

う

細

く

し

て

喜

ん

「

ど
、
れ

ま

す

。

そ

ん

な

時

私

は

ほ

ん

わ

り

し

た

気

持

ち

に

な

り

ま

す

。

主

部

民

謡

風

に

し

て

し

ま

う

の

が

，

申

で

す

ガ

　

´
テ

もヽ

ひ

よ

う

き

れ

ｒ
ヽ

榔
摯

す‥　　　　すた「』̈
襲計
〔雌「“〔“
「十二】」章一礎い「“藁「が
ぁりま

る

一Ｌ
で
　
　
　
　
　
だ
か
ら
　
い
つ
ま
で
も
体
Ｅ
気
を
つ
け
丁
．　
長
生
き
じ
下
、ほ
し
い
と
思

醐
」
しｔ、　
　
　
　
っています。

おばあちゃん
からの

ひとこと

つ`日の主
=記

事
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複合経営の新しい作物
雨よけ栽培

i慟轟

複
含
経
営
の
推
進
で

市

浦

農

業

に
活
性

化

を

等

厳

し

い
経

営

状

況

に

さ

ら

さ

れ

=露
it=鷲 舞舞r露舞館

な

っ
て

い
ま

す

¨

特

に

、

野

菜

部

ば

、

も

っ
と

安

定

し

た

農

業

経

営

な「い＝＝＝ｏか

市

浦

に

園

芸

作

物

を

作

付

す

る

　

　

　

ェ
曰
及

所

で

は

、　

ハ
ウ

ス
を

利

用

十

二

棟

（
一
棟

四

十

五

坪

）
導

入

　

　

マ
ト

の
作

付

け

を

勧

め

ま

し

た
。

し

ま

し

た

。

当

時

「
ン
ド

ヶ

」

で

　

　

　

そ̈

の
理

由

と

し

て

、

②
価
格
変
動

が
大
き

い
野
菜

の
中
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ト

マ

定
し
た
産
地
作
り
の
た
め
に
は

０
青
森
産
ト
マ
ト
は
、
市
場
評
価

本

が
る
か

は

、

十

五

戸

で

一
千

九

百

坪

（
六

昨

年

の
し

戸

、

四

百

坪

に
比

べ

⌒
百
五
十
坪
）
を
管
理

旬
に
苦
し
い
安
値
が
あ
っ
た
に
も

トマ トの経営指標

一
戸
一□
圏
□
旧
模
に

作
価
調
期
目
が
カ
ギ

夫

婦

で
最

大

二

十
ャ

（
六

百

坪

）

金木地区農業改良普及所

主 査 花 田 進さん

市浦の新しい農作物とし

て「夏秋 トマ ト」の指導を

しています。

＼

価格(精 )



9月 17日 には合同落成式が
行われました

●|||||||11111:

り返つて
なんともあわただしい年の瀬

いろいろなことがありました。

な出来事を写真で振り返り、今

讀す。

大型木造施設として注目されている役場庁舎とあすなら宗一ルは
限 りない村勢の飛躍と21世紀へむけての拠点となるものです

第三次市浦村総合計画では、西暦2000年の夢を描き、
「北のフロンテア、くらしいきいき。しうら21」 と定めた 十三湖中島には地域活性化センターが完成
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県内過疎団体 18町 村の首長が集 まり、地域問題を語 り合った,ま た、
各町村の若者が集まり、初の「ヤングサ ミッ ト」も開かれた :

北海道上 ノ国町 と友好町村提携
‖月 6日 、本村 あす なろホールで、調印式が行 われ

相互交流 と友好親善 をはか るこ とを確認 し合 った

こ|‐ を
今年も余すところあと数日、

となりました。

振り返つてみ議すと今年 tl

編集室ではこの一年間の主

年のじめ<り にしたいと思い

十三湖中島の
｀
星形ケ ビン、は連 国家族連 れでに ぎわ った
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あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
で
は
初
の
演
奏
会

五所川原合唱団がやってきた

美しい旋律を披露

-15C



福
祉
の
村
づ
く
り
と

地
域
福
祉
の
増
進
を
は
か
ろ
う

，

十

一
月

二

十

九

日

、

村

コ
ミ

ュ

づ

く

り

に
取

り

組

む

こ
と

に

し

、

安

東

文

化

の
研

究

、

遺

跡

調

査

の

磯

松

地

区

は

「
じ

め
縄

」

づ

く

ユ
ー
モ
ア
だ
っ
ぶ
り
の
　
　
　
　
　
今
回
開
か
れ
た

「ヽ

あ
す
な
ろ

講
演
を
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
の
つ
ど
い
―
社
会
福
祉
大
会
」
に

寺

口

石

次

郎

氏

　

は
、
也

青

五
十
人
が
参
加
し
、

988あ
すなろのつどい

lbの豊ガさ求めて

17)広 報ιり4

◇資料にみる現状

今

大

会

で

は

、

福

祉

の
村

づ

く

一
、

地

域

福

祉

の
活

動

拠

点

を

つ

二
、

地

域

福

祉

推

進

の
担

い
手

を

三
、

地

域

福

祉

の
推

進

体

制

を

確

四
、

地

域

福

祉

の
財

源

確

保

を

す

14級 38人 、 5級 23人 、 6級 31人

療養施設入所者



実
季

の
こ
と

十
三
湊
日
本

⌒
日
下
）
将
軍

い
ま
す
。
詳
し
い
履
歴
は
安
藤

一
年

（
一
五
八
三
）
に
兄
の
業

秋
田
市
土
崎
）
で
対
面
し
た
と

た
天
正
十
五
年

⌒
一
五
八
七
）

安

倍

安

藤

氏

の
棟

梁

と

し

て

波

慶

長

七

年

（
一
六

〇

二

）

に

は
宍

戸

⌒
現

茨

城

県

友

部

町

）

令

に

よ

っ
て
朝

熊

（
現

二

重

県

伊

勢

市

）

に
蟄

居

さ

れ

、

万

治

二

年

（
一
六

五

九

）

十

一
月

廿

上

手

で
あ

っ
た

の

で
し

ょ
う

か

、

す

）

、

論

を

高

乾

院

前

勅

拾

遺

空
岩

（空
巌
）
梁
空
と
申
し
上

羽
賀
寺
と
の
関
係

十
三
湊
安
倍
安
藤
氏
と
羽
賀

天

皇

の
再

興

の
命

令

が
奥

州

十

二

の
湊

日

本

の
将

軍

安

倍

康

季

公

に

下

さ

れ

ま

し

た
。

康

季

は

当

時

南

部

氏

の
侵

攻

を

受

け

て

い
ま

し

た

け

れ

ど

、

勅

命

に
感

激

し

て

莫

大

の
経

費

を

投

し

て

再

興

し

て

い
ま

す

。

論

を

鳳

衆

院

高

山

賢

機

と

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

、

文

禄

四

年

（
一
五

九

五

）

に
本

堂

等

破

壊

の
時

、

後

陽

成

天

皇

の
勅

命

を

蒙

り

、

安

倍

康

季

第

八

の
末

孫

秋

田
城

之

介

安

倍

実

季

公

が
本

堂

上

葺

等

の
修

理

を

な

し

、

爾

来

代

々
毎

年

破

損

の
修

繕

料

（
実

季

治

政

毎

年

金

十

五

両

）
を

寄

進

し

て

い
ら

れ

ま

す

。

そ

し

て

、

安

倍

安

藤

家

の
祈

願

所

と

な

っ
て

い

こ
ん

な

風

に

、

安

倍

安

藤

家

と

羽

賀

寺

と

は
密

接

な

関

係

を

持

っ
て

い
ま

し

た
。

そ

ん

な

わ

住

職

で
あ

っ
た
来

雄

大

和

尚

と

、

た

び

た

び
書

翰

（
手

紙

）
を

交

書

翰

は

羽

賀

寺

に
所

蔵

さ

れ

て

い
ま

す

。

約

八

通

以

上

に

な

り

ま

す

の

で

、
安

日

や

市

浦

・
津

書
き
し
て
お
話
し
ま
す
。

智
足
院

に
つ
い
て

で
す
の
で
、
年
齢
的
に
五
十
五

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
右
の
年
代

候
故
、
他
筆
の
故
、
申
し
ま
ま

に
も
こ
れ
な
く
候
」
と
か
、

「

な
ど
に
落
命
仕
る
べ
き
林
に
て

の
ち
も
程
有
ま
し
く
候
間
」
と

か
、
ず
い
分
衰
え
を
み
せ
て
い

さ
て
、
さ
ま
ざ
ま
安
倍
安
藤

氏
ゆ
か
り
の
お
寺
を
書
い
た
文

へ
さ
」。
と
あ
り
ま
す
。　
つ
ま
り
、

安
倍
安
藤
家
先
祖
の
お
寺
は
、

十
三
湊
―
現
在
の
市
浦
村
―
で

し
ょ
う
が
、
津
軽
に
あ
る
文
献

安
倍
安
藤
氏
の
謎
が
も
う

一
つ

ふ
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

実
季
が
聞
い
た
こ
と
に
間
違
い

て
い
た
も
の
と
心
の
カ
メ
ラ
に

目
国
清
寺
な
ど
と
申
し
た
と
も

い
っ
て
い
ま
す
。
不
思
議
に
も
、

十
三
湊
安
倍
安
藤
家
の
血
統
の

前
の
政
季
、
忠
季
、
尋
季
、
舜

季
の
居
城
の
桧
山
城
（能
代
市
）

の

一
郭
に
国
清
寺
の
跡
が
あ
り

ま
す
。
写
真
は
下
相
野
の
盛
善

三
氏
が
お
参
り
し
て
撮
影
し
た

も
の
で
す
。
政
季
が
長
香
寺
、

>6く

あ
確
ぽ
の
け
み
崩
牲
０

止
７
長
移

紹



(ω 広報ιチ4

す
こ
や
か
日
記

三
上
功
一
さ
ん
（相
内
）

長
男
達

大
ち
ゃ
ん

２

歳
一
砺
月
）

健
康
診
査
に
き
た
ん
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

免除を受けた保険

料は追納できます

通信制で生涯教育を

国税だより

男女正社員及び

準社員募集

l■l津軽テクニカ

青
森
県
最
低
賃
金

の
改
正

県
内
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金

青
森
県
最
低
賃
金

日
額
＝
三
千
四
百
二
十
四
円

（旧
三
千
三
百
二
十
三
円
）

時
間
額
＝
四
百
二
十
九
円

（旧
四
百
十
六
円
）

▼
注
意
点

ｏ
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、

パ
ー
ト
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者

て
の
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
食
料
品

・
飲
料

・
飼
料

製
造
業
、
繊
維
産
業
、
木
材

。
木

製
品

。
家
具

・
装
備
品
製
造
業
、

業

・
土
石
製
品
製
造
業
、
機
械

・

売
業
、
自
動
車
整
備
業
の
特
定
の

業
種
に
適
用
さ
れ
る
産
業
別
最
低

賃
金
は
、
現
在
そ
の
改
定
の
審
議

（電
話
０
１
７
７
⑭
４
１
１
１
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

160-
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ふ
え
て
き
た

心

臓

病

寒
き
と
心
臓
病

墓[蓄要豪

醐

寒
さ
は
心
臓
に

大
き
な

負
担
を
か
け
る

血
圧
の
高
い
高

齢
者
は
要
注
意

心

筋

梗

塞

な

ど

の
虚

血

性

心

疾

患

虚

血

性

心

疾

患

を

起

こ
り

や
す

肥

満

、

糖

尿

病

、

高

尿

酸

血

症

、

寒

さ

が

狭

′し、
症

や

′し、
筋

梗

塞

の
発

忘

れ

て

は

な

り

ま

せ

ん
。

ｄ″〕
ご結婚

⌒一
鋼
幸
蘭
一詢
商一

⌒鰤
『
婢
藤
一刺
郡一

（脚　］　帥紀一
一′ｊヽ脇　商一

一訓
Л
「
「
み
一

成
　
田
　
い
　
と

（脇
元
）
％
歳

O④OOO③OO④   :

長
男

佳

大
ち
ゃ
を
十
二

里

ノし`がう妾くだ;

み好′じ仁つて

辱[拙 17r争

6椰ル⑦

あ のねん

ぢ央′じ症とし
'う
の11

血療あたいか'

落(■ ,て ′し憫載'ト

=肩
角気ザのノ

ヤヮ|ル ソtウ か
あの人のこヒt鬼 1

うと 祠 か力 あ


